
 

「とまりぎ」説明資料 
 とまりぎ 代表  太田武邦 

「とまりぎ」ホームぺージ 
〔https://h-tomarigi.net〕 

https://h-tomarigi.net
https://h-tomarigi.net
https://h-tomarigi.net
https://h-tomarigi.net


〔開設日〕    
  不定期（HPでお知らせします） 

〔開設場所〕    
  社会福祉法人 碧晴会  子どもの居場所『ひろま～れ』内 
〔開設時間〕    
  不定期（HPでお知らせします） 
〔利用者〕    
  小学生以上 
〔利用料〕      
  無 料 
〔予 約〕  
  ご利用の場合、ホームページからの事前予約が必要です 

 

とまりぎの利用案内 〔https://h-tomarigi.net〕 

ひろま～れ 
QRコード 

とまりぎ 
QRコード 
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とまりぎを始めた理由① 

子ども達の心の叫び・悲鳴 

不登校 
３４．６万人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ
７１．１万人 

 
 

 

暴 力 
１０．３万人 

 

過去最多！ 



とまりぎを始めた理由② 

脳（頭・心・体）を育てる 

自己肯定感 
 

前頭前野 
 



 
自己肯定感 
（０～３歳） 

  
  

勉 強 
（６歳～） 

しつけ 
（３～６歳） 

読解力 
ワーキングメモリ 

伸びる子と伸び悩む子の違い 

前頭前野、非認知能力 

愛着形成 

「親子の心パイプはうまく流れていますか？」 
〈明橋大二・富山心療内科部長さんの講演から一部転用〉 



「不登校」の定義（文部科学省） 
  ⇒ 年間の欠席日数が３０日以上の児童生徒」 

 

「不登校」としてカウントされない例 
 ・欠席日数が２９日、２８日…の子 

 ・保健室や別室登校の子 

 ・給食時間だけ登校する子 

 ・部活動だけやってくる子 

 ・昇降口に入りすぐに下校する子 

 ・フリースクールなどに通う子 など 

このような子を含めると、発表されている数の数倍となる！ 



脳に良い事 
 
 

…普段の生活(学校･家庭･社会)… 
 

『読み・書き・算』  
  ⇒音読、視写、計算 

五感(嗅覚･視覚･触覚 

聴覚･味覚)を刺激 

 
 

 

 

・歩いて登校 

・たくさん遊ぶ(休み時間) 

・よく食べる(給食時間） 

・よく働く（そうじの時間） 

・よく寝る 

バーチャル（×） 
自然体験 （〇） 

自然体験の重要さ 
理由② 



とまりぎの活動の様子  



認知の歪みに「気づき」､感情に働きかける技
法で､認知の「理解と修正」を図っている場面 

腹式呼吸＋セルフハグ 

カウンセリングの様子 



 

５．３つの間（時間と空間､仲間） 

 

 

留意している事 

１．成果や出来栄えではなく過程を認め、評価 

 

 

「簡単にできる」   「誰でもできる」 
 
「短時間でできる」  「続けることができる」 

２．減点（否定的）ではなく、加点（肯定的）の視点 

  

３．アウトプットを（根拠の説明） 
 

と 
４．意思表示 「Ｈｅｌｐ」、「ＳＯＳ」、「ＮＯ」… 

 

×
正
解
至
上
主
義 



とまりぎの『脳力アップ教室』 

１．注意力トレーニング 
     数字つなぎ、ストループなど 

４．運動 
    体と眼球、指トレなど 

５．その他 
      ＳＳＴ、ELCなど 

頭と心、体を耕す 

・コグトレ（認知機能強化トレーニング）〔宮口幸治〕 
・発達トレーニング〔岡田尊司・大阪心理教育センター〕 
・脳トレ〔川島隆太〕 
・記憶機能トレーニング〔湯澤正道〕 
・その他 

２．脳力トレーニング 
    音読、視写、計算、聞き取りなど 

３．ＷＭ･読解力トレーニング 
       コグトレ、認知機能トレなど 



脳力アップ教室   ねらいと主なプログラム 
旗上げポーズ、手の指ポーズ 
何が一番？、記念写真クイズ… 

〔聴覚性〕二音の３つの言葉… 
〔視覚性〕図の書き写し… 

注意力 
 

ストループ、数字つなぎ 
あと出しジャンケン… 

総合力 
 

なわとび(一回旋３跳躍跳び…)  
眼球運動、指トレ… 

その他 
 

音読・音韻処理能力簡易スクリー
ニング検査(ＥＬＣ)、ＳＳＴ… 

身体調整力 

音読、視写、書き取り、計算 
コグトレ… 

読解力 
 

Ｗ  Ｍ 
 



 
 
 

頭と心､体の「回路をつなぐ(耕す)」 
 
 
          

とまりぎの詳細はＨＰでもご確認を 

体
育 

国
語 

算
数 

学年や学習の積み重ねなど 
関係なく活動できます。発達
トレーニングを通して「脳力
アップ」を図る施設で、学習
塾や進学塾とは異なります。 

 



･わかった（理解と達成感） 
･最後までできた（やり遂げた達成感） 
･間違えても最後まで進めなくても叱られない､否定されない（安心と信頼） 
･何でも言える、何でも聞ける（安心と信頼） 
･小さなことでもほめてもらえる（承認、自己肯定） 

楽しかった！ 



 
 

子どもの元気がなくなった
時は「とまりぎ」で『ラブ
注入』してもらいに来ます｡ 

このような施設ができる
のを待っていました。 

「作業の速さが増している｡
とまりぎの成果と思う」と、
学校の先生が話していた。 

息子は､学校のアンケー
トの「好きな先生」の欄
に､太田先生と書いたそ
うですよ。 

頭の回転が速くなった 
ように感じています。 

学校で何かトラブルがあっ
た時は､とまりぎに来て元気
をもらいに来てます。 

とまりぎの予約が取れない
時は怒るんですよ。 

八戸でも「洋野にすごく
良い所があるそうだ｡」
と噂になっているようだ。 



とまりぎの利用状況  （令和 ７年 ５月３１日現在） 

 

・開設日数（令和5年10月1日～）⇒ １２２回 
 

・利用人数 ⇒１１１人（のべ６６８人） 
                    成人､小学生､中学生､保護者､教員､その他 
 

・利用内容（重複含む） 
                                          教育相談      ３４人（のべ１４４人）      
       脳力アップ教室   ５９人（のべ２７９人）    
  自学         ７人（のべ ２４人） 
  その他（見学など） ５１人（のべ２１８人） 
 

 



１．自己肯定感の高まり ⇒ 不適応､不登校の予防と抑止 
 (1)子ども側の要因として 
  ･わかった（理解と達成感） 
  ･最後までできた（やり遂げた達成感） 
  ･何でも言える、何でも聞ける（安心と信頼） 
  ･小さなことでもほめてもらえる（承認、自己肯定） 
  ･間違えても最後まで進めなくても叱られない､否定されない（安心と信頼）   

１．継続への不安 
   ･経費と人的サポート 

２．学校との連携 
３．必要性と効果実感 
 

ˁ ˂ 

 (2)保護者側の要因として  ⇒ 心のゆとり 
  ･子どもの特性を正しく理解 
  ･子どもの接し方の変化（ほめ方、ほめる場面…） 
    ･今までの子育てを否定されない環境  

ˁ ˂   



  
 
 
 
 

松沢哲郎 教授（京都大学霊長類研究所） 
 
 

     

 

この子は勉強ができない、頭が悪いからと 

子どもの側のせいにするのはやめよう。 

自分の教え方が悪い、この子に向いた何か 

別の方法がある。 

そう考えるのが唯一物事を変える。 
 

 

 

～チンパンジーの教育に２４年間携わって～ 



「とまりぎ」が町議会だよりで紹介されました 

洋野町議会だより 

NO.77（2025年３月１日） 



 

    (1)氏 名 

 太 田 武 邦   昭和３４年９月､岩手県九戸郡種市町(現洋野町)生まれ  洋野町中野在住 

(2)職 歴                 

 ①勤務場所（学校） 

      久慈市立久慈湊小学校、久慈市立夏井小学校、盛岡市立松園小学校、 

      種市町立中野小学校、岩手町立沼宮内小学校、久慈市立久慈小学校、 

      岩泉町立国見小学校、洋野町立大野小学校、洋野町立種市小学校 

     ②勤務場所（学校以外） 

    八戸市シルバー人材センター、岩手県立県北青少年の家、洋野町教育委員会、 

    岩手県教育委員会久慈教育事務所、子どもの居場所「ひろま～れ」 

 (3)主な免許・資格 

      小・中学校、高等学校教員免許、学校心理士、家庭療法カウンセラー、社会教育主事、防火管理者 

      チャイルドカウンセラー、簿記会計２級、日本陸上競技連盟公認Ａ級審判員 など 

    (4)今まで行った主な講演題 

   「就学に向けて幼少期に大切な子育て」、「『黄金期』に脳を育む子育て」､「親子で元気アップしよう！」   

   「伸びる子と伸び悩む子のちがい ～自己肯定感、愛着、非認知能力の理解を通して～」 

  「Ｑ-Ｕを活用した授業づくり」、「学校嫌いをなくす授業  ～得意な子が満足し､苦手な子がわかる授業～ 」 

  「ストレス社会の子育て ～お母さんへの応援歌～」  など 

 

 


